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「你們不可停止聚會、好像那些停止慣了的人、倒要彼此勧勉、既知道那日子臨近、

就更當如此。」 （希伯來書 10 章 25 節） 
 

http://church.ne.jp/chinese


【教會週間定期聚會】 
主日 崇 拜：毎主日 10:30 - 12:00 

聖  餐  式：毎月第 2主日 

晨  祷  會：毎主日  9:30 - 10:15 

晩  祷  會：毎週二 20:00 - 20:30 

午後学習会：毎主日 12:30 - 14:00 

日英文査経：毎週三 19:00 - 20:30 

（表参道）  

中文 査 経：毎週五 19:50 - 21:00 

(Zoom ID：663 697 9476)   

 

【教會本年度的目標】 

〘P60･15･7  2022〙 

①主日崇拝参加者 60人以上 

②祷告会参加者 15人以上 

③養成毎日読経習慣 

【本月背誦聖経章節】 
虚心的人有福了，因為天國是他們

的。哀慟的人有福了，因為他們必得安

慰。（馬太福音 5:3-4） 

心の貧しい者は幸いです。天の御国

はその人のものだからです。悲しむ者

は幸いです。その人は慰められるから

です。（マタイ 5:3-4） 

【本週閲讀聖経章節】 
2/28, 出埃及記 4:10-18 

3/1,  出埃及記 4:19-26 

3/2,  出埃及記 4:27-5:14 

3/3,  出埃及記 5:15-23 

3/4,  出埃及記 6:1-6:9 

3/5,  出埃及記 6:10-25 

3/6,  出埃及記 6:26-7:7 
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 主 日 崇 拝  

賛美  会眾 

賛美 和散那聖歌 第 104 首 

「日日主はそばにいます／每一天」 
会眾 

祷告  司会 

朗読 使徒信経 会眾 

証道 基督的精兵, 提摩太後書 2:3-6 講員：劉崎瑋伝道 

 キリストのりっぱな兵士,  

第二テモテ 2:3-6 

翻訳：楊建榮 

聖餐 和散那聖歌 第 168 首 

「さかえの主イエスの／思念十架」 
林光栄牧師 

賛美 和散那聖歌 第 144 首「キリストにはかえら

れません／寧有耶穌」 
会眾 

奉献 和散那聖歌 第 19 首 

「十字架のかげに／依傍十架」 
会眾 

祷告  遠藤明 

阿們 和散那聖歌 第 1 首 

「あめつちこぞりて／讚美真神」 
会眾 

報告介紹  栗山勉, 孫盈盈 



【証道提要】 
 

基督的精兵 

提摩太後書 2:3-6 
 

前言: 

這兩天看到俄羅斯向烏克蘭發動侵

略性的軍事攻擊的新聞，不但震驚了世

界，許多人也替烏克蘭擔憂。相信身為

基督徒的我們看到世界的戰爭，我們會

難過，會沮喪，但我們不可以難過或沮

喪就結束了。因為事實上，我們必須知

道基督徒本身也處在一場更大、更重

要、而且是關乎萬民的戰爭裡；那就是

屬靈的戰爭。在這彎曲被謬和抵擋真理

的世代當中，我們若不剛強，不站穩，

我們的信仰就很容易瓦解。因此，不可

忘記，因著世世代代的聖徒們，在極大

的患難和痛苦中，流出了許多的眼淚和

血水，我們今天才可以享受主恩。所

以，我們更要剛強起來，作主耶穌的精

兵。 

 

 

 

 

 

 

1. 背景：同受苦難，好像基督耶穌的精

兵(V.3) 

 

2. 專心：不讓其他事物纏身(v.4) 

 

 

3 遵守：場上比武按規矩(v.5) 

 

4. 勤勞：辛勞耕耘的農夫(v.6) 

 

5. 結語 

 

キリストのりっぱな兵士 

第二テモテ 2:3-6 
 

前書き 

今週木曜日にロシアがウクライナに

対して侵攻をされた報道が世界を驚か

せただけではなく、多くの人々はウク

ライナを心配されています。いつもど

こかで戦争の話を聞くたび私たちクリ

スチャンは悲しい気持ちになってしま

いますが、それはそれで終わってしま

うのはいけません。なぜなら、私たち

クリスチャンももっと大きな、もっと

大事な、そして万民にかかわる戦争の

中にいるからです。私たちは霊的な戦

争の中にいるのです。もし私たちはク

リスチャンはこの曲った邪悪な時代で

主の立派な兵士として、強くならなけ

れば、霊的な戦争に負けて信仰がすぐ

に崩れるでしょう。歴代の聖徒たちを

忘れてはいけません、彼らは最も困難

の中、涙と血を流したからこそ、今日

こうして我々は神の恵みをうけること

ができるのです。強くなって、キリス

トの立派な兵士になりましょう。 

 

1. 背景：キリスト・イエスの立派な兵

士として一緒に苦しんでいる（V.3） 

 

2 専念：日常生活の事に煩わされない 

(v.4) 

 

3. 順守：規則に従って競技する(v.5) 

 

4. 勤労：勤労耕耘の農夫(v.6) 

 

5. まとめ 
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